
 

 

昼生小だより  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年９月８日 No.１１ 

９月６日（水）、前夜の雨でぬれた稲穂が乾くのを待つために開始を少し 
遅らせましたが、無事に全校稲刈りを行うことができました。４月末に全校 
で田植えを行った学校田は稲穂が黄金色に実り、子どもたちに刈り取ってもらうのを今か
今かと待っているかのようでした。作業しやすいように外周をコンバインで刈り取っても
らってから、まず初めに５年生が付き添って昼生保育園の年中・年長児が稲刈り体験を行
いました。その後、６年生の指導のもと１年生が、５年生の指導のもと２～４年生が、約
１５分ずつ作業しては入れ替わりながら稲を刈っていきました。蒸し暑くはありましたが
薄曇りの空の下、子どもたちは汗をかきながら一生懸命に稲を刈り取っていました。ご指
導いただきました講師の皆さまを始め、お手伝いいただいた地域の皆さま、見守りいただ
いた保護者の皆さま、ありがとうございました。収穫した米は、脱穀・乾燥・精米を行い、
昼生小学校教育懇談会などの機会に「昼生米」として販売を行う予定です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月５日（火）、亀山市文化会館のアウトリーチ活動としてピアノ奏 
者の新井由佳梨さんとトランペット奏者の高見信行さんを音楽室に迎え、 
「ピアノ＆トランペットコンサート」を開催しました。それぞれの楽器 
や音色の特徴などをわかりやすく説明していただいたり音楽に合わせて身体を動かした
りするなど、単に音楽を聴くだけではない楽しい１時間となりました。このような体験の
機会を多くつくることができるのも、小規模校のメリットの１つだと考えています。 

９月５日（火）～７日（木）の３日間、１階理科室にて「夏休み 
作品展」を開催しました。夏休みの宿題として児童が取り組んだ工 
作や自由研究・壁新聞は、それぞれに工夫をこらされていたり丁寧 
に仕上げられていたりと、どれもとても見ごたえがありました。 
興味を持ったことを追求したり自分なりに工夫して表現したりする経験は、子どもたち
の自信や成長につながります。今後も保護者の皆さまには、子どもたちの発想を大事にし
つつ応援と助言をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

～作品の一部を紹介します～ 


